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  可視化の流れ 

①目的を設定する

②検索式を作成する ③可視化する
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  「①可視化の目的を設定する」 

■可視化の主な目的 
 ・技術動向確認 
 ・競合比較 
 ・自社のポジショニング 
 ・課題解決のキーマン探索 
 ・自社製品の特性を活かす新領域探索 
 ・シーズ発掘 など  

目的はできるだけ明確化されることをお勧めしますが、ある程度決まっていれば、可視化から
「気づき」を得ることもできます。 
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「②検索式を作成する」 

■学術文献であることを意識した検索式を作成
基礎的研究も多いため、思いつくキーワードだけでは必要な文献が
漏れる可能性があります。 
テーマに該当するシソーラス用語や同義語に加え、テーマの要素とな
る技術用語や素材名など組み合わせることをお勧めします。

■制限値に注意
・可視化可能な件数は5,000件です。（2018年5月現在）
・発行年は20年分を可視化するため、連続した20年以内の集合
をお勧めします。
例）1991年-2010年、1998年-2017年

3 



Copyright 2018 G-Search Limited 

「③可視化する （可視化のポイント）」 

■予測を立てて可視化する
予測と異なる部分に新たな「気づき」が見つかります。

■全体を俯瞰する
・ノイズを確認する。
・「あると思っていたのに無いもの」「極端な件数」などに注意します。
→ノイズや情報源の影響を確認、検索式の見直しなど
・増えているものだけでなく、減っているものも確認する。

■新たな目的を設定する・目的を掘り下げる
予測と異なる部分や新たに気づいた点から、目的を掘り下げていき
ます。 
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  可視化例 「自動車のセンサに関する技術動向」 

((RG/FA) AND (a1/DT OR a2/DT OR d2/DT))  * (センサ/TI * 自動車/ALE) * (2000-2017/PY) 

【可視化例の検索式】 
 可視化の上限値5,000件以内に収まる式 
  ・タイトル中に「センサ」 
  ・タイトル,抄録,シソーラス,準シソーラス用語中に「自動車」 
  ・発行年 2000-2017年（連続する20年以内） 
  ・「未索引を除く」 （可視化は索引項目が多いため） 
  ・「解説,レビュー」を除く（今回は研究を対象にするため） 
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可視化画面へ 

グラフの種類と軸を選択 

グラフの選択 

軸の選択 
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集合の全体像を把握する 

注）2016年8月以降、IEEEを中心に海外文献の収録が大幅に増えています。 
テーマや検索式によっては2016年以降、件数が大幅に増えるケースがあります。

・該当件数が0件になる発行年は表示されません。（改修予定）

一定の件数があることから継続的に研究されているテーマであると思われる 

棒グラフ_発行年 
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   集合の全体像を把握する 

ヒートマップ_発行年×シソーラス用語 

「電気自動車」「センサネットワーク」「アルゴリズム」が増加、
「自動車排気ガス」「酸化窒素」は減少傾向と技術用語には
変化が見られる。 

ヒートマップでは検索語が上位を占め、色の濃さを独占するケースが多いため 
上位3つ程度を削除すると色の変化が分かりやすくなります。 

除く 

シソーラス用語にノイズが多い場合は検索式を見直す必要があります。 
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最近注目の技術用語を見つける 

発行年を直近5年に絞り込む 

ヒートマップ_発行年×シソーラス用語 

「道路」 「ロバスト性」 「レーザレーダ」「自動運転」 「レーザレーダ」「カメラ」などが増加 
※2016年以降の海外誌増加の影響も考慮する。 

((RG/FA) AND (a1/DT OR a2/DT OR d2/DT))  * (センサ/TI * 自動車/ALE) * (2013-2017/PY) 1,092件 

※ランキングから
一部用語を入れ
替えています。 
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グラフから気になる集合に絞り込む 

・グラフ上で目的の件数をクリックすると可視化画面の最下部に反映します。折りたたまれ
ているので開いてください。（改修予定）
・反映した集合は検索式に変換できます。ただし2軸のグラフから複数選択すると目的の
式に反映できないため注意が必要です。（改修予定）
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グラフから気になる集合の抄録を確認 

「レーザレーダ」に絞り込んだ15件 
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新たな可視化の目的を設定 

少し広めに上位概念の
「レーダ」を使用します。 

シソーラスmap 
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  特定の研究機関に絞り込む 

((RG/FA) AND (a1/DT OR a2/DT OR d2/DT))  * (レーダ/ALE * 自動車/ALE) * (2013-2017/PY)  862件 

円グラフ_機関ID 

((RG/FA) AND (a1/DT OR a2/DT OR d2/DT))  * (レーダ/ALE * 自動車/ALE) * (2013-2017/PY) * 
("201551000096284825"/CSID)   18件 
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  特定研究機関の特徴的なキーワードを調べる 

ヒートマップ_シソーラス用語×準シソーラス用語 

シソーラス用語 

準
シ
ソ
ー
ラ
ス
用

語
 

準シソーラス用語は統制されていないため 
著者キーワードとして有用です。 

技術語とその関連ワードを見ること
ができます。 

「電気通信大学」の「自動車・レーダ」に関する「直近5年」の文献18件 
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  研究者を探す 

ヒートマップ_シソーラス用語×著者ID 

ヒートマップ_シソーラス用語×第一著者名 

※研究者は所属機関が変わることがあります
ので検索式を立てる際にご考慮ください。 

「電気通信大学」の「自動車・レーダ」に関する「直近5年」の文献18件 
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  共著関係を見る 

「電気通信大学」の「自動車・レーダ」に関する「直近5年」の文献18件 

ヒートマップ_機関ID×機関ID

集合が単独の機関である場合に有効です。 
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  競合比較 

「電気通信大学」「北九州市立大学」の「自動車・レーダ」に関する「直近5年」の文献 

※共著機関はグラ
フから除いています。 

※比較対象が共著の場合もあ
りますので、ご留意ください。 

電気通信大学は「周波数」北九州市立大学は
「カメラ・自動運転」に特徴的が見られます。 

ヒートマップ_機関ID×シソーラス用語 

積み上げ棒グラフ_発行年×機関ID 
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 主要な雑誌名 

((RG/FA) AND (a1/DT OR a2/DT OR d2/DT))  * (レーダ/ALE * 自動車/ALE) * (2013-2017/PY)  862件 

ヒートマップ_発行国×資料名 
※特定テーマの資料や学会を調べるのに有用です。 
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 専用の分析ソフトを活用する場合のメリット 

■ 数万件の分析に対応（PCのスペックや分析ソフトによります） 
■ 辞書機能による機関名・著者名の名寄せにより、分析の精度を高める 
■ 文献にコメントや独自分類を付与することで利用者独自の分析が可能 
■ ネットワーク図やバブルチャートなど多様な可視化が可能 
■ 作成したマップをツール上に保存でき、再利用・加工が容易 
■ ツール上に表示したマップから直接該当する文献を確認できる 

株式会社NTTデータ 
数理システム 

株式会社プラスアルファ・
コンサルティング 

VALUENEX株式会社 
 

NRI サイバーパテント株
式会社 

各種分析ソフトでJDreamⅢを分析できます。詳しくはサイトをご確認ください。 
http://jdream3.com/service/analysis.html  

※上記以外のソフトでもデータを取り込める場合がございます。詳しくはソフト提供元にご確認ください。 

インパテック株式会社 
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 請負分析サービス 「即答JDreamⅢマップ」 

http://jdream3.com/daikou/bunseki.html 

分析結果を納品します。詳しくは以下のサイトをご覧ください。 
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 参考：ヒートマップでよく使う軸 

X軸 

Y
軸

 

色つきが特によく使う軸です。 
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参考：軸の説明 
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